
 

主催：学都松本推進協議会 お問い合わせ：教育政策課 

電話：０２６３－３３－３９８０ ＦＡＸ：０２６３－３３－３９３４ 

※講義終了後、希望者で意見交換会（講

座の感想や、教育に関する思い）を開催し

ます。（終了 4時３０分予定）お気軽にご参

加ください。 

図書館のカウンターは本を借りる人と貸

す人の間にある壁なのでしょうか？これか

らの図書館に大切なことをみんなで考え

ましょう。 



 



19・5・25 (土) 13:30 中央図書館3階視聴覚室

学部松本推進事業 第7回「学部松本・教育1 0 0年を語る会」

レジュメをかねた<も<こ しニ>

松本の1茎l葺合富の今までと今とこオしわゝら
-図書館のあるまち。だからだいすき。 -

<図書館の自由に関する宣言(日本図書館協会54年採択 79年改訂) >

はじめに一私の図書館事始め(堀端の木造図書館<葵の馬場弐徳段>)

*帽州・紘 一丑鰯育職の蛸 鍬・手撤舶餌の実轍告親0集 団翔一戯臓ゴく図説活凱

丸ノ内中学(城山 モデルスクール)下校時の通り道一中学・高校の議書体験

城冬天 図書館出でて帽正す

l 松本の図書館126年の歩み-誕生から1960年代まで

* 『平成30年度 図書館概要』 (松本市中央図書館)より

文明開化とともに 1872(舶)湯島書籍館(後の帝国図書館 国立国会図書館)

関宮書籍館から松本図書館へ 戦時下の図書館

県内各地に青年団図書館

戦前の図書館数は、長野県が全国で一番多かっだ→戦後は公民館図書室へ

* 『知恵の樹を育てる-信州上郷図書館物語丘(足技英子著 大月書店

1983)

国民主梅に基づく戦後の新しい図書館(憲法・教育基本法・社会教育法・図書解

法・松本市図書館条例) 市立松本図書館再生

1 952 (昭27)小笠原忠統(旧松本藩主・小笠原家の第32代当主 小笠原

礼法宗家)図書館長に就任→小笠原読書会始まる

事『明日をひらく図書館一長野の実践と挑戦』 (宮下明彦・牛山重電騙

20 1 3年6月 青弓社刊)所載「長野県読書運動の過去と未来一小笠

原読書会に学ぶ」手塚英男

2 新しい図書館づくりと図書髄論一束京から地方へ「図書館革命」の波

中心になったのは日本図書館協会

1954 図書館の自由に関する宣言(79年改訂)

1963 『中小都市における公共図書館の運営』 (中小レポート)提言

1970 『市民の図書館』発刊

一貸出し・レファレンス・児童奉仕の三本柱を基本に据え、図書館の仕事

の核はあくまでも資料の提供とする→資料購入費・蔵書冊数・施設の整

備・分館設置・職員態勢の充実を促す

3 松本市図書館の遅れた現状

1 9 86年一県下1 6市のなかの松本市の位置

市民1人当り貸出し冊数 0. 8冊(16位) l位 塩尻市・ 3. 7冊
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登録率 5. 3% (16位) 1位 更埴市 47. 5%

市民1人当り蔵書数 1. 2冊(14位) 1位 飯田市 3. 2冊

市民1人当り資料購入費 96円(14位) 1位 更埴市 323円

1 988年 『市民の図書館白書』 (松本図書館を語る会縞)で厳しい指摘

4 分館整備の住民運動おこる

奪前掲『明日をひらく図書館』所載 「松本市分館づくりの考え方と整備の

道」手塚英男

1 9 79年 旧制松本高等学校の保存と活用一第1号分館 あがだの森図書館

まあがたの森図書館の活動をめぐって、図書館問題研究会(図間研)との間

に、図書鱒は情報提供施設か「本のある学習・文化・地域づくりのひろば」

かの「ひろば論争」 。

『松本あがだの森図書館への回帰一散鈴木均君(浦安市立図書館司書)

最後のレポートに寄せて』 (個人通信「束々寓だより」 42号19・

4・ 16)に詳細記述

以後次々に分館整備住民運動が起こり(それぞれに物語りあり) 、西部

南部 寿台 本郷 中山 島内 空港に分館整備。平成の合併による波田

梓川を含めて、現在10館( 「松本市図書館 利用案内」参照)

松本市図書館の分館定義(看板を掲げれば分館ではない)

①機能 ②条件(地域配置基準 施設 資料 事業 予算 開館日・時間

職員 ネットワーク)

現状は、別表「分館整備の推移 蔵書 貸出冊数」 (前掲『平成30年度

図書館概要』を参照)

5 資料態入費を増やす

奉『信州・松本 一社会教育職員の仕事(復刻 手塚英男36年の実践報

告) 第10集 図書館 地域に息づく図書館活動』所載 「松本市基

本計画に盛りこんだ資料購入費の充実」

松本市第5次基本計画(91へ95) -主要整備目標(31項目)の1項

目として市民1人当り2冊の整備目標を掲げる

90年度330, 169冊(市民1人当り1. 6冊)→95年度末 51

8, 204冊(市民1人当り2. 5冊) 超過達成 第6次基本計画の「

主要整備目標」からはずすとの指示

しかしどれだけ蔵書があるかではなく、どれだけ新しい本が買えるか(図

書館の命は新鮮な本)が重要

奪文部省「公共図書館の設置及び運営に関する基準」 (9 2 ・ 6)

「市町村立図書館は毎年、開架冊数の五分の二以上の冊数を収集す

るよう努めるものとする」 開架冊数×20%二毎年度の収集冊数

松本市の場合(中央 5分館)開架冊数 41万冊

41万冊×20%=8万2千冊

実際には95年度購入冊数 29, 458冊(開架冊数の7. 18%)
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したがって新たな整備目標を「蔵書冊数」から「購入比率」に変更す

三憲器憲謀議器繋増やして5年後に1 3
%にすることが、 「主要整備目標」 (29項目)の1項目として採用

された→9 6年度から毎年度1%ずつ増やしていく(9%→1 3%)

予算措置がなされた→将来に向かって着実な資料費増額が保障された

現状は、別表「平成30年度 松本市図書蝕予算(事業別) 」 (前掲『図書 26

飽概要』 )参照。図書購入費は 8, 720万円(別に逐次刊行物=雑誌な・

どは600万円) 。県立長野図書館(4, 180万円)は

6 松本市図書館7つの指標(現状そしてこれから)

春『前掲 松本市図書館図書館概要』

松本の図書館の全国的な位置(2 0 1 7年度)

春『日本図書館年鑑 2017年度版』 (日本図書館協会)による

人口2 0万人以上へ3 0万人未満の類似団体(48市区)

○蔵書冊数(資料整備度)

5位 松本市 1190千冊 1位 府中市 1459千冊

○資料費支出額(予算獲得度)

4位 松本市 9392万円 1位 港区 14718万円

○館外個人貸出冊数(利用度)

14位 松本市 1620千点 1位 目黒区 4295千点

○予約受付件数(サービス度)

20位 松本市 173305件 1位 文京区 1612525件

7 松本市図書館の貴重な財産一特別文庫(それぞれに物語りがある)

事前掲『図書館概要』特別文庫一覧

課題 保管 整理 研究 活用一研究者の指導 市民参加

ユタ日報の場合-ユタ日報研究会 機関誌 復刻版 研究会

8 また今後、別の機会に

一〈1胴体貸出し一公民館図書宣 子ども文庫など

(2)陣がい者の利用-やまびこ文庫(宅配) 視覚陸がい者への対面朗読(朗読

ふれあいの会 自宅訪問も) 知的陸がい者の仕事の揚(図書館周辺の整備・

清掃 喫茶店パノラマ)

〈3)図書館とホームレス 紙芝居「三月の陽だまり-一大やけどしたホームレスお

じさん」 入浴デー 『束々寓だより 39号』

(4)サイトウキネン図書館コンサート一本のあるコンサート会場

(5)なんなんひろば南部図書館・夜間開館(夜1 0時間まで)問題

〈6)94年6月 松本サリン事件一図書館の自由に関する2つの体験

①個人晴報の保護 ② 『みどりの刺青』の貸出し保留

春冊子『図書館の自由ってなんだろう一小説「みどりの刺青」と「図書館

の自由について』 (94年11月)
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図書館の自由に関する宣言 

― １９５４年採択 １９７９年改訂 ― 

 

図書館は、基本的人権のひとつとして知る自由をもつ国民に、 

資料と施設を提供することを、もっとも重要な任務とする。 

この任務を果たすため、図書館は次のことを確認し実践する。 

 

第１ 図書館は資料収集の自由を有する 

第２ 図書館は資料提供の自由を有する 

第３ 図書館は利用者の秘密を守る  

第４ 図書館はすべての検閲に反対する 

 

図書館の自由が侵されるとき、われわれは団結して、 

あくまで自由を守る。 

 

 

１９７９．５．３０  

社団法人 日本図書館協会総会決議 
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「信州・松本 一社会教育職員の仕事 復刻・手塚英男 36 年の実践報告 

第 10 集 図書館 地域に息づく図書館活動」54-55 ページ 
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松本市の図書館 126 年の歩み 

 

 年 月      事      業 

［明 治］ 

24. 5 

39. 9 

 

松本小学校長寄藤好実氏が同校に｢開智書籍館｣と名付けて創設 

旧藩の書籍と松原栄氏等寄贈の資料充実により規則を制定。｢開智図書館｣と改称し市

民に一般公開 

［大 正］ 

10. 2 

 

北深志葵の馬場武徳殿書庫を増設して移転し、｢松本図書館｣と改称して専任職員を配

置（市営図書館化） 

［昭 和］ 

3.11 

12. 4 

13. 7 

18. 9 

26. 4 

   

27.11 

34. 4 

39. 4 

43. 1 

53. 6 

54.10 

55. 6 

9 

59. 6 

60. 4 

62. 4 

 

優良図書館として文部省から選奨 

条例改正により「市立松本図書館」と改称し、夜間開館を開始 

二ノ丸町、旧松本中学校校舎を増改築して移転 

葵の馬場に再移転 

図書館法の規定により条例、規則を大幅に改正し、参考事務、巡回文庫、視聴覚等の

活動を開始 

ＰＴＡ母親文庫を実施する。小笠原忠統館長による読書会が盛んになる。 

大名町地方事務所跡へ移転 

条例、規則を全面改正し、日曜休館とする。 

開智２丁目に新築して開館 

重度身障者家庭配本事業（やまびこ文庫）を開始 

あがたの森に１館目の分館として｢あがたの森図書館｣開館（貸出しはブラウン方式） 

所蔵の『宋版漢書』６０冊(慶元刊本)が国の重要文化財に指定(現在は美術館で保管) 

松本市図書館協議会発足 

「西部公民館図書室」開室 

本館の貸出し方式をブラウン方式に変更（1 人３冊２週間） 

「南部公民館図書室」開室 

［平 成］ 

   2. 4 

      5 

    

   3. 4 

     10 

    

   4. 4 

   5. 4 

      5 

      6 

      7 

    

 

西部公民館図書室を「西部図書館」として２館目の分館に位置付け 

南部公民館図書室を｢南部図書館｣として３番目の分館として位置付け、コンピュータシ

ステムを導入して開館（１人５冊２週間） 

「寿台公民館図書室」開室 

本館を蟻ヶ崎２丁目（現在地）に新築。コンピュータシステムを導入し開館。 

「松本市中央図書館」に改名。 

あがたの森図書館と中央図書館とをオンライン化 

寿台公民館図書室が「寿台図書館」として４館目の分館に位置付け 

西部図書館が移転新築開館 

サンフランシスコ在住の日系二世中沢望東子氏寄贈による＜中沢文庫＞開設 

寺澤畔夫・國子夫妻より大正から平成までアメリカで発刊した日本語新聞「ユタ日報」の

全号（11,876 号）を受入れ 

  

「平成 30 年度 図書館概要」8-11 ページ 
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 年 月      事      業 

6. 4 

    

    

 6 

    

    

11 

7. 1 

 3 

 4 

    

 5 

 7 

 8 

    

10 

8.10 

    

    

9. 4 

    

    

10. 4 

  11. 4 

13. 4 

   

   

   

 5 

   

14. 2 

 4 

   

   

   

12 

  15. 9 

   

  16.10 

     11 

 

「本郷公民館図書室」開室 

全６館がコンピュータオンライン化（１人１０冊２週間） 

視覚障害者への朗読ボランティア開始 

中央図書館近くの住宅街で松本サリン事件発生｡サリン精製法を詳述したスリラー小説

「みどりの刺青」の貸出しに関して「図書館の自由」が議論され、図書館声明を発表すると

ともに利用者懇談会を開催(８月) 

資料集「図書館の自由ってなんだろう！」発行 

中央図書館前に「普選実現運動発祥の地」記念碑建立。併せて「普選文庫」開設 

「中山文庫」寄贈受入れ 

波田町立図書館とコンピュータを結んで広域図書館ネットワークを構築し、愛称「アルペ

ン・ハ－モネット」として稼動開始 

ＣＤの貸出し開始（中央図書館・南部図書館） 

島内土地改良区から〈島内農業文庫〉寄贈受入れ 

終戦５０周年平和記念事業として中央図書館に「平和資料コーナ－」を設置 

「ユタ日報復刻版」全 7 巻刊行 

第１回図書館まつり開催 

所蔵漢籍中から角筆文献発見 

南部図書館の開館時間（条例は２０時まで、運用により２２時まで）の検討がマスコミ等に

よりクローズアップ。市内６館全館で利用者懇談会を開催 

図書館コンピュータシステムを更新（4／21～4／29 日まで一斉休館） 

貸出カードの有効期限を３年に、ＣＤの貸出は１人５点１週間までに変更 

中央図書館、南部図書館に利用者用検索端末設置 

全６館に利用者用検索端末設置終了 

本郷公民館図書室を「本郷図書館」として５館目の分館に位置付け 

６館目の分館として中山に｢中山文庫｣を開館（4／17） 

ブックスタート事業（乳児への絵本贈呈事業）を開始 

やまびこ文庫の貸出をリクエスト方式にして、配本を宅配業者に委託化 

公民館等への施設配本を貸出方式へ変更 

７館目の分館として島内に「島内図書館」を開館（5／10） 

分館メール業務を業者委託化 

インターネットでの図書館蔵書検索サービスを開始（2／1） 

図書館コンピュータシステムを更新（4／1～4／15） 

ＯＰＬマークからＴＲＣマークに変更 

ビデオの貸出し開始。ビデオ・ＬＤの館内視聴を廃止 

８館目の分館として今井に「空港図書館」を開館（4／18） 

重要文化財「宋版漢書」を松本市美術館で保存するため移管 

旧制松本高等学校保存整備事業の一部完了に伴い、あがたの森図書館が北棟から整

備が完了した西棟に移転（開架部面積 119 ㎡から 165 ㎡に増加） 

中央図書館の休日開館を開始 

中央図書館３階の第 1・第 2 会議室を、使用予定のない平日に学習室・閲覧室としての 

開放を開始 
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 年 月      事      業 

  17. 6 

     11 

   

  18. 6 

      7 

     10 

  19. 4 

      

 

 5 

10 

     11 

  20.10 

  21. 3 

   

      4 

      5 

  22. 3 

      7 

   

   

  23. 1 

      4 

   7～8 

  24. 4 

   4 

    5 

   12 

  25. 1 

    4 

  25.10 

  26. 4 

26.12 

 

27．4 

  4 

27．6 

28. 3 

28. 4 

28. 4～ 

 

中央図書館にパソコンコーナーを設置（インターネット利用席４席、持込パソコン席４席） 

中央図書館３階の視聴覚室に机・イスを配備し、土日、休日、長期休業、受験期（１～３

月）に学習室・閲覧室としての開放を開始 

信濃毎日新聞データベースの提供を開始 

朝日新聞データベース「聞蔵」の提供を開始 

図書館サポーターを募集し、ボランティアによる整架、配架等の活動を開始 

図書館コンピュータシステムを更新（4／2～4／16） 

松本市・波田町広域図書館ネットワークに関する実施協定の見直しにより、共通カード

による相互利用を開始 

インターネット予約を開始（5／9） 

分館の休日と日曜日が重なった場合の開館を開始 

図書館広域利用事業開始に伴い、登録者を松本広域連合区域内に通勤・通学者へ拡大 

ＤＶＤの貸出を開始 

「松本市中央図書館及び信州大学医学部附属病院患者図書室における図書館業務の

連携に関する協定書」調印（3／23） 

中央図書館の開館時間を午前１０時から午前９時３０分に繰り上げ 

信州大学医学部附属病院患者図書室（愛称「こまくさ図書室」）との連携を開始（5／７） 

波田町の合併により、「波田図書館」が９番目の分館となる（3／31） 

「信州大学附属図書館と松本市図書館との連携協力に関する覚書」を締結（7／15）し、

貸出資料の相互返却を松本市中央図書館及び信州大学附属松本合同図書館（現信

州大学附属図書館中央図書館）との間で実施 

視覚障害者用デジタル図書（デイジー図書）の貸出しを開始 

四賀及び奈川地区の公民館図書室での図書館資料の返却を開始 

土日・祝日の中央図書館開館時間延長の試行を実施（午後６時まで１時間延長） 

図書館コンピュータシステムを更新（4／2～4／16）。リライト式カード化 

小中学校を対象に「学校カード」による貸出を開始（上限 10 冊） 

１０番目の分館として「梓川図書館」を開館（5／11） 

図書館単独のホームページを開設 

山岳関連の蔵書の増加に伴い「山岳文庫コーナー」を拡充 

新たな情報発信ツールとして「図書館だより」を発行（以降毎月１日発行） 

「学都松本子ども読書活動推進計画」を策定 

官報情報提供サービスの開始 

国立国会図書館デジタル化資料の閲覧・複写サービスを開始。併せて信濃毎日新聞、

朝日新聞、官報の各データベースの複写サービスも開始 

FM まつもと「まつもと日和」への月 1 回出演を開始 

雑誌スポンサー制度運用開始 

「絶歌」少年 A の取扱いについて検討の結果、貸出しすることに決定。 

崇教館文庫の一部、松原文庫、柴田文庫を博物館へ移管 

フェイスブックページ「松本市図書館～アルプスの山々に囲まれた～」を開設 

創設 125 周年記念事業を実施 
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 年 月      事      業 

29. 4 

 4 

 

  4 

30. 3 

 

30. 4 

  4 

   

  4 

  4 

  7 

 

法情報総合データベース第一法規出版 D1-Low.com のサービスを開始 

「学校カード」を見直し、「子ども読書カード」として対象を子ども読書活動に関わる団体

に拡大（上限 20 冊） 

マスコットキャラクター「ライブラリス」誕生 

アルプス公園「森の文庫」開設（3／27） 

崇教館文庫の未移管分を博物館へ移管 

中央図書館の休日の翌日振替休館を廃止 

図書館コンピュータシステムを更新（3／31～4／14 まで一斉休館） 

中央図書館にセルフ貸出機設置 

図書館ホームページをリニューアル、Ｍｙ本棚機能を追加 

『松本市の地域資料検索「まつサーチ」』を開設 

あがたの森公園「おひさま文庫」開設（7／16） 
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「明日をひらく図書館 長野の実践と挑戦」（宮下明彦・牛山圭吾編 2013年 6 月 青弓社刊）所載 

「長野県読書運動の過去と未来 小笠原読書会に学ぶ」手塚英男 193-201 ページ 
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「明日をひらく図書館 長野の実践と挑戦」（宮下明彦・牛山圭吾編 2013年 6 月 青弓社刊）所載 

「松本市分館づくりの考え方と整備の道」手塚英男 116-120 ページ 
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「平成30年度　松本市図書館概要」15ページ

　　　予算総額 １，６５５億 ４，５０６万円

　　　　一般会計予算 ８７７億 ８，０００万円

　　　　　教育費予算 ８２億 ３，９１８万円

　　　　　　社会教育費 ３０億 ３，４５６万円

【図書館費】 （単位:千円）

図書館管理 図書館 図書館資料 コンピュ－タ ブックスタート

運営費 活動費 整備事業費 システム管理費 事業費

報酬 3,060 120 120

共済費 1,740 1,300 1,300

賃金 28,200 29,750 29,750

報償費 1,210 1,170 1,170

旅費 450 490 490

需用費 23,190 24,890 13,240 340 6,670 2,360 2,280

消耗品費 4,520 4,770 830 340 420 1,140 2,040

消耗品費（逐次刊行物） 6,740 6,000 6,000

燃料費 1,450 1,760 1,760

印刷製本費 490 2,470 760 250 1,220 240

光熱水費 9,680 9,580 9,580

修繕料 310 310 310

役務費 2,630 2,700 2,630 70

通信運搬費 2,530 2,600 2,530 70

手数料 100 100 100

委託料 25,540 28,660 24,700 3,960

使用料及び賃借料 19,230 27,720 11,900 15,820

使用料 1,240 1,200 320 880

借上料 17,990 26,520 11,580 14,940

工事請負費 21,680 13,950 13,950

原材料費 50 50 50

備品購入費 87,650 87,310 40 87,270

備品購入費 380 40 40

備品購入費（図書購入費） 87,270 87,270 87,270

負担金及び交付金 3,140 3,140 200 2,940

補助金 200

負担金 2,940 2,940 2,940

217,770 221,250 120 98,050 1,710 93,940 22,210 2,280 2,940図書館費　合計

平成３０年度 松本市図書館予算 (事業別）  

区　　　　　　　分 人件費 負担金
２９年度

当初予算
３０年度

当初予算

- 26 -



「平成30年度　松本市図書館概要」20ページ

Ⅲ　指　標

 団体貸出等の数値は算入せず、個人貸出について指標を作成

（使用数値はH30.3月末現在。人口はH30.4.1登録人口 239,519人。）

 No2,3,4,5の貸出冊数には、市民以外への貸出冊数を含む。

 No4の職員数は、兼務の館長を除くH30.3.31現在の人数

 No5の蔵書冊数には、団体資料及び未整理資料を含まない。

 No7の資料購入費には、視聴覚資料購入分を含む。（予算額は平成30年当初予算）

H25 H26 H27

1 （％） 45.3 45.4 45.6

2 （冊） 6.7 6.8 7.0

3 （冊） 12.9 13.2 13.5

4 （冊） 31,219.1 31,824.3 31,727.3

5 （回） 1.6 1.5 1.5

6 （冊） 4.9 5.0 5.0

7 （円） 363.2 361.1 362.4

注５：

松 本 市 図 書 館　７ つ の 指 標

№

1

2

3

4

5

6

7

注１：

指　　標

％45.1

6.6

回

冊

冊12.9

28,559.6

1.4

冊

項　　　　　　　　　　目

 登録率

　（松本市民登録者数 107,984人／松本市人口 239,519人）

　※市民の何％が図書館に登録しているか

 市民１人当たりの貸出冊数

　（貸出冊数 1,570,780冊／人口 239,519人）

　※市民１人が平均して何冊本を借りたか　

 登録者１人当たりの貸出冊数

　（貸出冊数 1,570,780冊／登録者数 122,089人）

　※登録者１人が平均して何冊本を借りたか　

 職員１人当たりの貸出冊数

　（貸出冊数 1,570,780冊／図書館職員数 55人）

　※図書館職員１人当たり何冊の本を貸し出したか　

 回転率

　（貸出冊数 1,570,780冊／蔵書冊数 1,120,274冊）

　※図書館の蔵書が１冊当たり平均して何回貸し出されたか

 市民１人当りの蔵書冊数

指　　　　標

登録率

市民1人当たりの貸出冊数

過　去　5　年　間　の　推　移

　（蔵書冊数 1,237,687冊／人口 239,519人）

　※市民１人当たり何冊の図書館蔵書を持っているか

 市民１人当りの資料購入費

　（資料購入予算額 87,270,000円／人口 239,519人）

　※市民１人当たりの図書購入費は何円か

円

冊5.2

364.4

注２：

注３：

注４：

H29

45.1

6.6

H28

45.5

6.7

12.9

28,559.6

1.4

5.2

364.4

13.1

31,147.5

1.5

5.1

363.2

登録者1人当たりの貸出冊数

職員1人当たりの貸出冊数

回転率

市民1人当たりの蔵書冊数

市民1人当たりの資料購入費

- 27 -



うち図
書費

うち雑
誌新聞
費

うち視
聴覚資
料費

うち図
書費

53.6 514 25 36.8 553 16 203,291 93,790 84,290 6,096 2,853 207,300 93,940 84,030

18.9 271 31.8 1 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

7.1 101 18 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

5.1 79 10 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

5.5 79 13.9 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

4.2 81 9.1 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

1.7 52 6.1 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

4.4 72 9.1 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

7.8 96 12.8 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

10.9 110 10.4 1 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

2.9 115 10.5 ⦿ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

122.1 1,571 25 168.5 553 18 203,291 93,790 84,290 6,096 2,853 207,300 93,940 84,030

個人貸出

登録
者数
(千人)

貸出数
(千点)

今年度予算額(千円)

資料費図書館費

前々年度決算額(千円)

図書館費 資料費

団体貸
出点数
(千点)

予約
件数
(千件)

図間
借受
(点)

文献
複写
枚数
(千枚)

「日本図書館年鑑

○館外個人貸出冊数（利用度） ○予約受付数（サービス度）

－ 28－



松 本 市 中 央 4,832 14 5 19 602 258 14,028 13,368 14,446 121

南　　部 531 1 1 8 71 67 6,032 5,882 6,060 36

あがたの森 198 ⑴ 3 27 26 2,656 2,650 2,399 15

西　　部 246 ⑴ 3 34 34 2,482 2,473 2,555 13

寿　　台 216 ⑴ 3 27 26 2,683 2,644 6,308 13

本　　郷 221 ⑴ 3 34 33 3,179 3,137 2,607 14

中山文庫 670 3 163 34 2,728 2,703 1,962 15

島　　内 470 ⑴ 3 41 40 2,242 2,234 1,474 16

空　　港 408 1 4 51 51 2,782 2,734 2,177 10

波　　田 1,106 5 95 63 3,542 3,448 3,702 40

梓　　川 595 4 49 40 2,528 2,510 979 22

(計11館) 241 16⑸ 6 58 1,195 671 44,882 43,783 44,669

延床
面積
(㎡)

図書館名
奉仕
人口
(千人)

蔵書冊数(千冊)

蔵書
冊数

うち開
架図書

職員

専任計
(兼任計)

非常勤
臨時

(委託派
遣)

うち司書
司書補
(兼任)

受入図書冊数

うち
購入

受入冊数

年間除
籍冊数

雑誌
購入
種類

「日本図書館年鑑 2017年度版」（日本図書館協会）より

人口20万人以上～30万人未満の類似団体（４８市区）統計

○蔵書冊数（資料整備度） ○資料費支出額（予算獲得度）
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「平成 30 年度  松本市図書館概要」43-44 ページ 
Ⅵ 資 料 

特別文庫一覧 
１ 中央図書館 

 

文 庫 名 寄贈年月日  寄 贈 者 文  庫  の  内  容 

小穴文庫  S29 年 10 月 小穴みどり氏   故小穴喜一氏所蔵の 285 点の法帖を中心とした

書道関係資料で、『万葉集』『古今和歌集』の古写

本の複製あり。 
 

本庄文庫  S43 年 1 月 本庄武男氏  寄贈された基金により創設されたもので、『名著

復刻全集』250 点や美術書が中心。一般の蔵書と

して組み込まれているものが多い。 
 

山岳文庫  S45 年 10 月 

  ～       

松本南ロータ 

リ－クラブ 

松本南口―夕リークラブより寄贈された基金をも

とに創設された山岳関係図書。アルプスの玄関口

にふさわしい文庫として、日本山岳史上貴重な資

料を所蔵。継続して毎年 10 万円の寄付あり。 

現在約 7,000 点 
 

石曽根文庫  S48 年 5 月 

  ～  

H3 年 3 月 

石曽根民郎氏  川柳作家、研究家の石曽根民郎氏より寄贈の全

国の川柳雑誌、同人誌など 700タイトル（約 3万冊）

を越える全国唯一のコレクション。古川柳研究家  

清博美氏（静岡県在住）のボランティアによるリスト

あり。月々追加の同人誌あり。 
 

折口文庫  H2 年 10 月 竹内貞氏  長年にわたって竹内氏が収集した折口信夫に関

係した資料。県内での折口の足跡を知る上で貴重

な資料。約 2,000 点 
 

栗本文庫  H3 年 6 月 栗本いく氏 栗本勤信州大学名誉教授の愛蔵書によるコレク

ション。ドイツ、日本の哲学や社会科学関係資料を

中心に約 2,300点。なお、515万円の基金も同時に

寄付され、新図書館オープンのための資料整備費

用として使用された。 
 

中沢望東子  

文庫 

H3 年 2 月 中沢望東子氏  サンフランシスコ在住で松本市との縁が深い日系

二世の中沢望東子氏より寄贈された基金（500 万

円）をもとに H5 年 6 月に開設されたコレクション。広

くアメリカを紹介し日米文化の交流をすすめる英語

の図書や絵本を中心に収集。約 2,000 点 
 

ユタ日報  H5 年 7 月 寺澤和子氏  

森安治子氏  

（姉妹） 

明治末年に信州からアメリカへ移住した寺澤畔

夫・國子夫妻がユタ州ソルトレークシティにおいて発

刊を続けた日本語新聞。1914 年（大正 3 年）に創

刊され、1991 年（平成 3 年）まで大戦中も途切れる

ことなく発刊を続けた世界的に貴重な資料。全号そ

ろったものは世界にニ通りしかない。77 年間の新聞

11876 号が、月別に仮綴じしてある。 

第 6719号（1941年）～第 7449号（1945年）の完

全復刻版全 7 巻あり。 
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（移管したもの） 

 
 

２ 中山文庫 

 
 

３ 島内図書館 

 

 

文 庫 名 寄贈年月日  寄 贈 者 文  庫  の  内  容 

普選文庫  H7 年 1 月 普通選挙実現  

運動発祥の地 

記念碑建立委  

員会 

明治 30 年 7 月、松本において普通選挙期成同

盟会が結成されて普通選挙制度獲得運動（普選運

動）が全国にさきがけて始まったことを記念して「普

選運動発祥の地」記念碑を中央図書館の敷地内

に建立、併せて普通選挙実現に関する図書資料

（50 万円相当）が寄贈された。約 300 点。 
 

池上文庫  H6 年 池上二良氏  

池上良平氏  

文化課より百竹亭池上文庫の資料の一部を移

管。新聞、雑誌を含む。約 700 点。 
 

浅井冽文庫  H6 年  浅井冽に関係のある資料を購入。約 300 点。 
 

文 庫 名 寄贈年月日  寄 贈 者 文  庫  の  内  容 

崇教館文庫  

 

M39 年 9 月 

移管入手  

 

  松本藩の崇教館（寛政 5～明治 3）、松本藩学校

（明治 3～4）で使用した書籍で『四書五経』の漢書

や『大日本史』『群書類従』などの和書がある。 

平成 27 年度 4,373 点、平成 29 年度 6,463 点 

計 10,836 点 博物館へ移管  
 

松原文庫  

 

M39 年 11 月 松原栄氏  松原葆斎（松本藩士漢学者）所蔵の和漢書  

明嘉靖刊『中説』などの貴重資料  

平成 27 年度 1,859 点  博物館へ移管  

柴田文庫  

 

H7 年 8 月 柴田利政氏  曾祖父柴田利直（崇教館助教儒者）所蔵の主とし

て漢籍。『漢書評林』等を含む貴重資料。 

平成 27 年度 1,708 点  博物館へ移管  

文 庫 名 寄贈年月日  寄 贈 者 文  庫  の  内  容 

中山文庫  H7 年 3 月 折井英治氏  平成 13 年度開館した中山文庫で所蔵する、折

井氏個人の中山文庫からの寄贈図書。寄贈受入

れは 19 年度で完了。（130,979 冊） 
 

文 庫 名 寄贈年月日  寄 贈 者 文  庫  の  内  容 

島内農業  

文庫 

H7 年 7 月 島内土地改良

区 

島内土地改良区の解散に当たり、農山漁村文化

協会の出版物 4,000 点や和田照雄東京大学農学

部名誉教授の蔵書多数が寄贈されたものを島内図

書館に所蔵  

現在でも農文協の出版物を収集。約 5,000 点。 
 


